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３.各尺度間の相関
　Table ５は各尺度間の相関係数である。SDSで
測定される「抑うつ」、BAQ下位尺度「短気」、「敵
意」の間の各相関はいずれも有意で中程度な値を
得た。
４. 「怒り」と「落ち込み」を基準変数とする重
回帰分析
　各場面について、「他者の悪意・敵意への帰属」
を基準変数、SDS及びBAQの３下位尺度を説明変
数とする重回帰分析を行った。「被叱責」場面で
短気のみ有意（F=5.16, p<.02, β=.17）であった
が重相関係数は低い値であった。他の場面は有意
な結果を得なかった。

　 次 に 各 場 面 に つ い て「 怒 り 」 を 基 準 変 数、
SDS、BAQの３下位尺度及び各場面の原因説明を
説明変数とする重回帰分析（ステップワイズ法）
を行った（Table ６）。３場面ともF値は有意では
あるが、調整済みR２及び各標準偏回帰係数は低
い値が目立っている。
　事前の抑うつ傾向（SDS）及び攻撃性（Buss-
Perry）の中で「怒り」への説明力を持ったものは、「被
叱責」場面の「身体的攻撃」と「集まり」場面で
の「短気」であった。出来事の原因として「相手
の悪意」への帰属は「集まり」場面と「街頭」場
面で説明力があったが、「被叱責」場面では説明
力を持たなかった。

Table 5   怒りと抑うつの場面間の相関係数
被叱責
集まり①

集まり
街頭②

街頭
被叱責③

場面間の相関係数の有意差

怒り .25 ＊＊ .05 .14 ①>②　ｔ=2.05, p<.05

抑うつ .42 ＊＊ .22 ＊＊ .38 ＊＊
①>②　t=2.59, p<.01

②>③　t=2.10, p<.05

Table 6  SDS及びBIQ下位尺度間の相関係数

 短気 敵意 身体攻撃

抑うつ 0.62 ＊＊ 0.57 ＊＊ 0.34 ＊＊

短気 0.60 ＊＊ 0.46 ＊＊

敵意 0.39 ＊＊

＊p<.05   ＊＊p< .01

Table 7  怒り・落ち込みを基準変数とする重回帰分析の結果
被叱責場面 集まり場面 街頭場面

怒り 落ち込み 怒り 落ち込み 怒り 落ち込み

説明変数 β r β r β r β r β r β r

身体的攻撃 .26＊＊ .26＊＊

短気 .24＊＊ .25＊＊

相手の悪意 .24＊＊ .26＊＊ .49＊＊ .50＊＊ .32＊＊ .34＊＊ .17＊ .17＊ .27＊＊ .27＊＊

自分に原因 .15＊ .12 .27＊＊ .29＊＊ .28＊＊ .30＊＊

その他の原因 - .15＊ -.16＊ - .18＊＊ -.16＊

調整済みR2 .10 .15 .30 .18 .02 .07

F値 6.97＊＊ 11.44＊＊ 37.15＊＊ 19.94＊＊ 5.00＊ 8.94＊＊

βは標準偏回帰係数　　rは相関係数　　  ＊＊ P<.01  ＊ p<.05
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定的認知が抑うつをもたらすということと符合す
る。つまり否定的出来事について自分に対する原
因帰属と他者の悪意への帰属は、自己に対する否
定的認知と外界に対する否定的認知に関わるもの
と考えられ、これらによって「落ち込み」が生じ
たとも考えられる。
　今後、場面想定法とは異なる研究手法による再
検討が望まれる。
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